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論文内容の要旨

【目的】

小腸大量切除は様々の重症腸疾患に対し生命を維持するためにやむを得ず行われるものである。静脈・経腸成分栄

養法の導入により，長期生存が得られる様になったが，如何にして残存腸粘膜の代償能を最大限に発揮せしめ，静脈

栄養或いは成分栄養に頼る期間を短縮させうるかが重要な課題として残されている。小腸粘膜の代償能に関与する因

子として幾つかの因子が挙げられているが，食品の 1 成分である「食物繊維」は，従来栄養素としてはあまり注目さ

れていなかったが，近年，小腸粘膜の形態，細胞回転に影響を及ぽす事が報告されている。しかし小腸大量切除後の

残存腸管の代償性増殖に及ぽす影響に関する報告は少なく詳細は不明である。今回私は可溶性食物繊維の 1 つである

ペクチンを加えた経腸栄養を行い，これが残存小腸の代償能に及ぽす影響を実験的に検討した。この際小腸粘膜の代

償能は部位により異なると考えられる事よれ空腸及び回腸の一部をそれぞれ残存させる小腸大量切除モデルを作成

し，残存空・回腸及び十二指腸粘膜に及ぼす効果を比較検討した。

【方法】

実験は SD ラット 44匹(生後 6 週，体重200-220 g) を用いて行った。実験モデルとしては，回揚( 1 群)あるいは

空腸 (11群)それぞれを10 cm 残して，他の小腸を全て切除する短小腸モデル (90%小腸切除に相当)を作成した。ま

た術後栄養補給のため胃痩を造設した。術後は絶飲，絶食とし， infusion pump を用いて胃痩より経腸栄養剤の持続投

与を行った。各群を更に投与する成分栄養剤(エレンタール)へのペクチン( 1 % w/v) 混合の有無により亜群に分

け，混じない a 亜群および混じた b 亜群とした。経腸栄養剤は胃痩より 2 週間にわたり一定量持続投与し，術後15 日目

に脱血屠殺し剖検した。投与量は術直後より漸増し， 1 週間目よりは230 kcal/kg/ day, 10.8 g アミノ酸/kg/day にな

るようにした。代償性粘膜増殖の指標として，腸粘膜の繊毛の高さ，陰簡の深さ，粘膜の厚さ，粘膜湿重量，蛋白量

及びDNA 量を測定した。各亜群のラット数は Ia 亜群12匹， Ib 亜群12匹， lIa 亜群11匹， IIb 亜群 9 匹計44匹であった。

測定値は平均土SD で表し，統計学的解析は unpaired student t-test を行い， p く 0.05を有意とした。

{結果】
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2. 空腸残存群 (II 群)

十二指腸粘膜
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* : p<0.05 

【総括】

可溶性食物繊維であるペクチンが小腸大量切除後の残存腸管粘膜の代償能に及ぽす効果を回腸残存群ならびに空腸

n.s. : not significant 

残存群において検討した。回腸残存群の回腸粘膜，空腸残存群の空腸粘膜にはペクチン投与による差を認めなかった。

ペクチン投与群の十二指腸粘膜は，回腸残存群において，繊毛の高さ，陰寓の深さ，粘膜の厚さ，粘膜湿重量，蛋白

量， DNA 量のいずれにおいても非投与群に比べて有意に高値であった。一方，空腸残存群においてはペクチン投与に

よる差を認めなかった。以上，小腸大量切除後の十二指腸粘膜に対して，ペクチンは trophic effect を示し，その発現

には回腸の存在が重要であると考えられた。

論文審査の結果の要旨

本研究は小腸大量切除後の残存腸管粘膜の代償能促進因子に関するもので，今まで栄養学的にあまり注目されてい

なかった食物繊維に着目し，可溶性食物繊維ペクチンを用いて実験的検討を行ったものである。実験は SD ラットを用

い，空腸または回腸10 cm を残す小腸大量切除 (90%小腸切除に相当)を行い，ペクチン混合の有無により 2 群に分け

成分栄養の投与を行った。その結果ペクチン投与群の十二指腸粘膜は，回腸残存群において，繊毛の高さ，陰寓の深

さ，粘膜の厚さ，粘膜湿重量，蛋白量， DNA 量のいずれにおいても非投与群に比べて有意に高値を示したが，空腸残

存群においてはペクチン投与による差を認めなかった。以上，小腸大量切除後の十二指腸粘膜に対して，ペクチンは

trophic effect を示し，その発現には回腸の存在が重要である事が判明した。

本研究は小腸大量切除後の病態の把握，治療法の向上に貢献するところ大であり学位に値するものと認める。




